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●授業のテーマ 

唐詩を読む 

 

 

●到達目標 

漢和辞典などを用い、自力で解釈できる力を身につける。 

 

 

●学習内容(授業概要) 

詩の最も栄えた唐代から、初唐・盛唐の詩を選読する。 

自力で解釈できることを目標とするので、十分な下調べをお願いする。 

 

 

●学習内容(授業計画) 

１．漢詩について 

２．「野望」 

３．「杜少府之任蜀州」 

４．「蜀中九日」 

５．「登幽州台歌」 

６．「過故人荘」 

７．「涼州詞」 

８．「登鸛鵲楼」 

９．「従軍行」 

１０．「九月九日憶山東兄弟」 

１１．「渭城曲」 

１２．「鹿柴」 

１３．「竹里館」 

１４．「送秘書晁監還日本国」 

１５．まとめ 

 

 

●準備学習・事後学習の内容 

事前に詩の読み方等を調べておく。事後は、それぞれの詩が持つ特色を考慮しながら味わう。 

 

 

●成績評価方法・基準 

試験で５０％、授業への取り組みで５０％ 

 

 

●テキスト（必携） 

コピーを配布する。 

 

 

●参考文献／その他 



『漢語林』『新字源』などの漢和辞典。 

 

 

●履修上の注意 

漢和辞典を持参すること。取り上げる詩は変更する場合がある。 

 

 


